
 

 

企画総務グループ打合せ（H17 年度第 3 回）議事メモ（案） 
・日 時：平成 17 年 7 月 29 日（金）16:00～18:00 ★会議後、暑気払いを実施★ 
・出席者：岸田、柴田、樋口、高橋一紀、高橋暁、岩波、太田、加藤、西川、山崎 
・欠席者：荏本 
 
・打ち合わせに先立って、新任の太田史朗氏（川崎地質）の紹介があった。太田氏は、関東支部選出の「土と基礎」編集
委員会の委員であり、このたび関東支部幹事として企画総務グループで活動していただく。 
１．企画総務グループ打合せ 前回議事メモの確認【別紙－１】 
２．運営委員会議事録の確認【別紙－２】 
３．関東支部グループ別予算執行状況【別紙－３】 
 ・特に問題なし。 
４．関東支部事務局体制の変更 
・８月１日（月）より、地盤工学会関東支部では、西川泰子職員が専任で関東支部事務局に関する全ての業務を担当
する。 （西川氏の後任の本部職員は、８月より新規に採用） 

 ・勤務形態の詳細については、早急に関係者により検討し、支部長の了解のもと決定する。 
５．実業高校の土質試験への支援 
 （討議無し） 
６．インターンシップの仲介【別紙－４】 
 ・本件に対し疑問視する意見もあるが、インターンシップ受け入れ先を見つけるのが困難な大学も多く、そうした大学
に対するサービスという観点からも実施を検討する必要がある。 
 ・荏本先生と共に岸田幹事長も本件を担当する。 
７．東京都防災展（8/23～26）への対応【別紙－５】 
 ・建築研究所 田村昌仁氏に「住宅・宅地の地震被害」の講演を、関東支部から依頼し、承諾を得た。 
 ・講演日時 8/24（水）13:00～14:00 を岸田幹事長より田村氏に確認。講演時間前後には、関東支部よりも４～５人程

度が対応する必要あり。  
 ・8/22 の準備での関東支部からの人員派遣の必要性を確認する（高橋一紀氏）。 
 ・東京都地質調査業協会への関東支部の費用負担は不要。ＪＧＳ関係のビデオ上映は行わない。 
８．東京都港湾局への職員研修（国総研 長尾室長）【別紙－６】 
 ・9 月に表記職員研修を行うべく検討中。 
 ・都合がつけば研修会前に石原支部長より港湾局幹部に挨拶し、研修の冒頭でも挨拶を頂く。 
 ・講師謝礼・交通費は学会より負担する予定。 
９．東京都港湾局への職員研修（耐震設計実務）【別紙－７】 
 ・港湾局の実務技術者を対象にした表記研修会を、港湾局から依頼され、対応中。 
 ・費用負担等は発生しない。 
 ・８、９などを通じて東京都港湾局へＪＧＳのＰＲを行い、特別会員勧誘等につなげたい。 
10．関東支部特別会員リストのホームページへの掲載について 
・関西支部では支部特別会員リストをホームページに掲載。関東支部でも、支援して頂いている特別会員名をホーム
ページに掲載する必要があるのではないかとの意見があった。 

 ・外注費の発生しないリストの掲載方法を、外観等も含めて岩波幹事が検討する。 
11．特別講演会（鹿島 武村雅之氏）への対応【別紙－８】 
 ・司会（山崎）、ＮＬへの講演会報告記事作成は高橋一紀幹事に対応いただく。 
12．特別講演会（ヤミオルコフスキー先生）への対応【別紙－９】 
 ・受付等の対応で、５名程度の対応が必要であり、今後当グループ、それで無理なら他グループに対応をお願いする。 
 ・関東支部行事の主なものはマスコミへの案内の投げ込みを行いたい。本講演会をモデルケースにして、マスコミ対応

を検討する。 
13．「土と基礎」平成 18 年 1 月号への執筆依頼対応 
 ・「産官学連携を通じた技術者教育」との内容で、岸田幹事長を中心に対応いただく。 
14．総務部 代議員選出規則作成 WG への委員派遣依頼への対応 
 ・山崎副幹事長が委員として対応する。 
15．ニューズレターNo6 発行準備状況【別紙－10】 
 ・８月中に是非発行したい。 
 ・最終ページに特別会員の新規入会状況を掲載する。また、入会のお礼文等も記述する。 
16．大阪会議支援 
・大阪会議の参加申込者数が、目標数よりかなり低調。これについて、以下のアクションをとる。 
 1)関東支部全個人会員へ、支部長名の大阪会議参加お願い書をメールで送付 
2)関東支部全特別会員へ、支部長名の大阪会議参加お願い書と会議概要・申し込み書を郵送 
3)７月末に、関東支部会員の大阪会議申し込み状況をリストアップし分析。必要あれば、電話でのお願い等アクショ
ンを検討。 

4) 他支部（全国）にも関東支部同様の会長名のお願い書を発信。 
17．特別会員拡充活動（支部活動強化委員会） 
 ・担当の団体への勧誘活動を継続。 
 ・大学・高専の研究室単位での特別会員入会を手紙でお願い。 
 ・会員・支部部で行われている特別会員特典見直しについて、関東支部からの要望書を調査・研究部長（ｃｃ：で会員・

支部部長）に送付。（学校研究室が特別会員であれば、所属の学部学生が研究発表会（全国大会）で発表可とする件） 
18．「土と基礎」編集委員会報告【別紙】 



 

 

 ・太田幹事より【別紙】を用いて、報告があった。 
 
※次回開催予定：９月１日（木）１６：００～１８：００ 


